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イ壬
奏
弾
日方
文
の
は
じ
め
に
梁
の
文
章
作
家
任
防
(
仰
1
瑚
)
町
奏
弾
文
は
、
彼
の
御
史
中
丞
時
代
(
馴
i
揃
て
そ
の
文
藻
の
円
熟
期
に
製
作
さ
れ
て
丸
山
口
、
四
篇
現
存
す
る
う
ち
の
こ
篇
が
、
沈
約
の
一
篇
と
と
も
に
、
「
文
選
」
巻
四
十
弾
事
の
部
門
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
奏
弾
文
・
奏
劾
文
と
は
、
百
官
の
違
法
を
弾
劾
し
、
皇
帝
に
奏
上
す
る
文
章
で
ふ
記
。
西
誕
以
来
梁
代
ま
で
、
断
片
も
合
的
、
管
見
の
限
り
百
三
十
余
篇
現
存
す
る
が
、
文
学
的
鑑
賞
に
耐
え
得
る
も
の
は
僅
か
な
よ
う
で
あ
る
。
可
文
選
」
に
至
つ
て
は
三
篇
を
採
録
す
る
の
み
で
ん
目
、
任
防
の
作
竹
口
聞
は
う
ち
二
篇
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
佐
小
論
的
目
的
は
、
任
坊
の
奏
弾
文
が
、
何
故
当
時
に
際
だ
っ
て
秀
れ
た
文
作
品
と
な
り
得
た
の
か
を
考
究
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
「
文
選
」
沸
所
収
の
二
篇
を
中
心
に
、
他
的
二
篇
を
も
援
用
し
つ
つ
、
任
坊
が
そ
れ
ぞ
配
れ
の
事
件
の
い
か
な
る
点
に
着
目
し
、
い
か
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
か
、
ま
醐
た
、
任
坊
に
と
っ
て
奏
弾
文
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
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佐
保
子
竹
「
文
選
」
巻
四
十
所
収
「
劉
整
を
奏
弾
す
」
は
、
劉
援
が
亡
兄
の
一
家
的
財
産
を
侵
害
し
、
彼
ら
に
迫
害
を
加
え
た
事
件
を
弾
劾
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
叙
述
は
、
序
・
当
事
者
数
名
の
証
言
・
御
史
中
丞
町
議
論
と
い
う
順
序
で
展
開
さ
れ
る
。
中
聞
の
証
言
部
分
的
叙
述
の
み
、
前
後
円
文
章
と
異
質
で
あ
り
、
四
六
町
文
体
や
対
句
・
典
故
を
用
い
て
い
な
い
。
ま
ず
証
言
部
分
を
検
討
し
、
つ
い
で
議
論
の
部
分
と
比
較
し
つ
つ
、
こ
の
奏
弾
文
の
表
現
の
特
色
や
意
図
・
視
点
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
証
言
部
分
は
、
劉
整
の
亡
兄
劉
寅
の
妻
沼
氏
町
、
次
の
よ
う
な
訴
え
か
ら
始
L
M
(
け
内
町
数
字
は
引
用
者
付
加
)
。
ω叔
郎
盤
、
恒
欲
傷
害
侵
奪
分
前
奴
教
子
賞
伯
、
並
己
入
衆
、
以
銭
蝉
姉
妹
揚
温
、
伯
留
奴
自
使
。
又
奪
寅
息
遼
牌
緑
草
、
私
買
得
銭
、
並
不
分
越
.ω
寅
第
二
庶
息
師
利
、
去
歳
十
月
、
往
整
田
上
、
経
十
二
日
。
整
使
責
沼
米
六
斗
附
食
。
米
未
展
送
、
忽
至
戸
前
、
隔
簿
接
準
大
鹿
、
突
進
屋
中
、
厨
風
上
取
車
維
、
準
末
。
ω去
二
月
九
日
夜
、
碑
釆
昔
倫
車
関
爽
杖
龍
牽
。
泡
問
失
物
之
意
、
盤
使
打
息
越
・
:
・
・
・
:
。
ω義
弟
の
整
は
い
つ
も
(
私
ど
も
を
)
そ
こ
な
い
、
前
向
奴
隷
の
教
子
と
当
32 
伯
を
奪
お
う
と
し
て
お
り
、
教
子
と
当
伯
を
一
族
円
共
有
と
し
た
後
、
蝉
の
姉
妹
と
弟
の
也
を
売
り
、
教
子
ら
は
留
め
て
自
分
的
所
で
使
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
寅
の
息
子
法
的
牌
の
緑
草
を
奪
い
、
勝
手
に
売
っ
て
、
そ
の
金
を
い
っ
。
サ
ミ
こ
う
に
越
に
分
け
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
ω寅
の
二
番
目
の
庶
息
の
師
利
が
、
去
年
十
月
、
盤
的
荘
園
に
往
き
十
二
日
間
を
す
ご
し
た
折
、
蜂
は
花
に
米
六
斗
の
附
食
を
要
求
し
ま
し
た
。
米
を
送
ら
な
い
で
い
る
と
、
突
然
戸
口
に
や
っ
て
き
て
、
僻
ご
し
に
準
を
ふ
り
ひ
ど
く
府
り
、
部
屋
町
中
に
突
進
し
、
麻
風
向
所
か
ら
車
町
惟
を
取
り
、
米
の
代
り
と
し
ま
し
た
。
ω去
る
二
月
九
目
的
5
1
1
2
Z
れ
を
ふ
夜
、
蝉
の
宋
音
が
車
町
閥
、
央
杖
、
龍
牽
を
盗
み
ま
し
た
。
抵
が
失
く
な
っ
た
わ
け
を
尋
ね
ま
す
と
、
盤
は
息
子
町
迭
を
な
ぐ
り
ま
し
た
・
沼
氏
の
訴
え
は
、
内
容
上
、
次
町
三
つ
の
事
件
に
分
け
ら
れ
る
。
ω劉
整
が
亡
夫
劉
貨
の
奴
隷
町
教
子
と
当
伯
を
私
物
化
し
、
息
子
迭
の
牌
の
緑
草
円
売
却
金
を
迭
に
分
け
て
い
な
い
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
劉
整
と
劉
竣
と
の
奴
隷
の
所
有
権
に
関
す
る
事
件
。
ω次
子
の
師
利
が
劉
整
の
荘
園
に
泊
ま
っ
た
時
的
捕
食
と
し
て
、
車
内
維
を
持
ち
去
っ
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
劉
盤
的
車
町
帳
奪
取
に
関
す
る
事
件
。
ω劉
整
の
碑
の
釆
音
が
沼
氏
の
車
町
部
品
を
盗
み
、
劉
盤
が
そ
れ
を
中
傷
と
し
て
泡
氏
や
誌
に
悪
罵
を
加
、
え
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
釆
音
の
窃
盗
に
関
す
る
事
件
。
以
上
町
三
つ
で
あ
る
。
続
い
て
記
さ
れ
る
劉
寅
劉
整
兄
弟
の
父
の
奴
隷
で
あ
っ
た
海
沿
の
証
言
は
、
沼
氏
の
証
言
の
ωー
1
1
劉
整
劉
寅
町
奴
隷
所
有
権
問
題
|
|
に
の
み
か
か
わ
る
。
海
沿
は
、
劉
盤
が
、
劉
迭
の
私
有
か
も
し
く
は
一
銭
円
共
有
で
あ
る
は
ず
の
奴
隷
達
を
巧
妙
に
私
物
化
し
て
い
っ
た
経
緯
を
、
よ
り
具
体
的
に
証
言
し
て
い
《
犯
。
さ
ら
に
、
劉
接
的
枠
内
釆
音
が
、
沼
氏
の
証
言
の
ω
|
|劉
盤
的
車
町
雌
奪
取
事
件
I
1に
つ
い
て
、
沼
氏
が
の
ち
に
米
六
斗
を
劉
蜂
に
送
っ
て
い
る
こ
と
を
付
加
し
(
沼
送
米
六
斗
、
整
即
納
受
)
、
ω
1
l釆
音
の
窃
盗
事
件
1
1
に
つ
い
て
、
窃
盗
行
為
を
否
定
(
実
非
釆
音
所
倫
)
す
る
。
と
こ
ろ
で
文
選
紗
所
引
梁
典
的
記
事
に
よ
れ
ば
、
劉
整
は
米
六
斗
と
引
替
え
に
、
椎
を
泡
氏
に
還
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ωの
事
件
は
、
当
事
者
間
で
ひ
と
ま
ず
決
着
が
つ
い
て
い
た
も
の
と
言
い
得
る
。
一
方
、
ωの
釆
音
窃
盗
事
件
は
、
容
疑
者
的
否
認
に
よ
っ
て
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
形
と
な
っ
た。
だ
が
、
次
に
記
さ
れ
る
沼
氏
町
奴
隷
荷
奴
の
証
言
に
よ
っ
て
、
釆
音
窃
盗
の
事
実
は
動
か
し
難
い
も
の
と
な
る
。
初
奴
は
、
釆
音
が
盗
品
を
売
っ
て
い
る
の
を
劉
越
と
と
も
に
目
撃
し
た
(
与
郎
迭
、
往
津
陽
門
純
米
、
過
見
釆
音
在
津
陽
門
賀
車
龍
牽
)
と
証
害
す
る
。
最
後
に
、
ωの
事
件
の
当
事
者
で
あ
る
教
子
と
当
伯
の
「
今
は
整
の
慮
に
在
り
て
使
わ
る
し
と
い
う
証
言
が
記
さ
れ
、
沼
氏
と
梅
治
的
証
言
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
沼
氏
の
証
言
で
、
た
と
え
ば
ωの
劉
整
の
車
内
惟
奪
取
事
件
に
つ
い
て
は
、
「
米
未
だ
展
送
せ
ず
。
忽
と
し
て
戸
前
に
至
り
、
簿
を
隔
て
挙
を
扱
い
大
い
に
鴎
り
、
屋
中
に
突
進
し
、
府
風
上
に
車
雌
を
取
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
事
件
の
内
容
は
、
「
米
未
だ
展
送
せ
ざ
れ
ば
則
ち
車
般
を
取
る
」
の
み
で
十
分
了
解
さ
れ
得
る
に
も
拘
ら
ず
、
「
忽
と
し
て
」
か
ら
「
府
風
上
に
」
ま
で
の
冗
舌
と
も
言
え
る
状
況
説
明
が
省
略
さ
れ
て
い
な
い
。
釆
音
や
有
奴
の
証
言
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
釆
音
窃
盗
の
事
実
は
、
有
奴
の
証
言
の
っ
ち
、
ー
来
音
の
津
陽
門
に
在
り
て
車
内
龍
牽
を
賀
る
」
と
い
う
部
分
の
み
で
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
の
前
後
に
は
、
「
郎
町
迭
と
佐町
津
陽
門
に
往
き
米
を
雑
う
」
「
荷
奴
登
に
捉
取
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
迭
、
有
の
み
奴
に
、
己
む
爾
、
取
る
を
須
い
ず
と
語
る
。
荷
奴
隠
僻
す
る
こ
と
少
時
、
人
の
龍
牽
を
買
い
五
十
銭
を
雇
申
る
を
伺
視
す
。
有
奴
仰
リ
て
迭
に
随
い
帰
宅
し
銭
を
皮
す
を
見
ず
」
と
、
冗
舌
な
説
明
が
あ
る
。
ま
た
、
釆
音
が
窃
盗
を
否
認
し
た
証
言
も
、
直
後
に
‘
荷
奴
に
よ
っ
て
視
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
無
駄
な
記
載
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
翻
っ
て
考
え
て
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
叙
述
は
、
証
言
内
正
確
な
再
現
で
あ
る
と
の
印
象
を
読
み
手
に
与
え
る
効
果
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
証
言
部
分
で
は
、
証
言
を
生
か
し
た
具
体
的
・
客
観
的
な
叙
述
が
企
図
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
五
名
町
証
言
と
梁
典
の
記
事
を
総
合
す
る
と
、
花
氏
が
訴
え
た
劉
盤
ら
の
所
業
で
違
法
と
な
る
町
は
、
ω町
奴
隷
所
有
権
内
問
題
と
ωの
釆
音
の
窃
盗
事
件
に
絞
ら
れ
た
。
奴
総
数
人
は
亭
の
部
品
よ
り
も
は
る
か
に
高
価
な
財
産
で
あ
る
か
見
、
よ
り
重
大
な
の
は
ωの
事
件
で
あ
ろ
う
。
こ
の
推
測
は
、
玉
名
の
証
言
の
後
に
記
さ
れ
る
法
令
史
(
御
史
中
丞
の
下
僚
。
法
的
専
門
家
か
)
潜
僧
尚
の
議
論
に
よ
っ
て
も
裳
付
け
ら
れ
る
。
潜
僧
尚
は
、
「
整
、
若
し
慨
ち
兄
内
子
惑
の
分
前
の
牌
を
略
し
、
貸
費
L
、
及
び
奴
教
子
等
を
私
使
せ
ば
、
官
A
Y
無
き
が
若
L
L
と
、
「
官
令
L
に
抵
触
す
る
事
件
と
し
て
、
劉
盤
が
緑
草
や
教
子
等
を
私
物
化
し
た
山
内
事
刊
の
み
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
当
事
者
間
で
解
決
済
み
円
、
ωの
車
内
惟
寧
取
事
件
に
つ
い
て
の
証
言
l
|
沼
氏
的
証
言
の
中
間
部
分
竹
と
釆
音
の
証
言
円
前
半
部
分
ー
ー
は
、
叙
述
を
省
略
し
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
任
問
は
何
故
、
三
つ
の
事
件
に
関
す
る
証
言
を
い
ず
れ
も
省
略
せ
ず
、
ま
た
、
証
言
の
冗
舌
さ
や
無
駄
を
取
り
込
ん
で
ま
で
叙
述
内
具
体
性
・
客
観
性
を
企
図
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
続
く
御
史
中
丞
の
議
論
内
部
分
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
議
論
内
部
分
は
、
次
の
よ
う
な
耕
文
に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
(
(
)
内
は
引
用
者
付
加
)
。
理
絶
通
問
、
市
妄
砕
醜
辞
、
理
は
週
間
を
絶
つ
に
而
も
妄
に
醜
辞
を
却
に
任防の奏弾文(佐33 
終
タ
不
緑
、
而
謬
加
大
札
。
砕
官
分
財
、
取
其
老
弱
、
高
鳳
自
械
、
宇
訟
謀
娘
。
未
見
孟
酔
(
問
問
琶
)
之
深
心
、
唯
版
文
通
(
高
風
)
之
偽
迩
。
昔
人
陸
親
、
衣
無
常
主
、
技
之
撫
姪
、
立
有
故
人
。
何
其
不
能
折
契
鎚
成
、
而
櫓
帳
交
質
.
人
之
無
情
、
一
何
至
此
。
突
教
義
所
不
答
、
帥
出
所
共
葉
。
証
言
部
分
と
は
一
変
し
た
、
ら
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。
し
、
終
タ
探
ね
ざ
る
に
而
も
謬
に
大
杖
を
加
っ
。
部
首
は
財
を
分
ち
其
向
老
弱
を
取
り
、
高
胤
は
自
ら
椴
L
寡
娘
に
争
訟
す
.
未
だ
孟
性
的
深
心
を
見
ず
、
唯
だ
文
通
の
偽
諮
に
位
、
品
。
昔
人
は
親
に
陸
み
衣
に
常
主
無
き
に
、
盤
の
紐
を
撫
す
る
、
宜
に
故
人
有
り
。
何
ぞ
其
れ
鍾
庚
に
折
契
す
る
能
わ
ず
し
て
而
も
術
惟
交
質
せ
る
。
人
的
無
情
、
一
に
何
ぞ
此
に
至
る
。
実
に
教
義
内
容
れ
さ
る
所
、
紳
毘
町
共
に
棄
つ
る
所
な
り
。
ひ
き
し
ま
っ
た
鋭
い
筆
致
で
あ
る
。
始
め
か
理
絶
通
問
、
而
妄
山
町
醜
昨
+γ
終
タ
不
謀
、
而
謬
加
大
杖
。
「
理
は
通
聞
を
絶
つ
」
は
、
札
記
曲
礼
上
向
「
娘
叔
は
通
関
せ
ず
」
を
、
「
終
タ
膝
ね
ず
」
は
、
後
棋
の
第
五
倫
の
「
吾
が
兄
町
子
常
て
病
む
、
一
夜
十
往
L
退
き
安
寝
す
。
王
国
が
子
に
疾
有
り
、
省
視
せ
ず
と
雄
も
意
タ
眠
ら
ず
」
(
械
側
部
)
と
い
つ
言
葉
み
乞
ふ
ま
え
、
娘
や
甥
に
対
し
て
持
つ
べ
き
礼
節
や
慈
愛
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
「
而
L
以
下
は
劉
盤
の
言
動
を
指
し
、
四
句
会
体
で
は
、
ωの
釆
音
窃
盗
事
件
で
、
劉
盤
が
娘
を
馬
り
甥
を
打
っ
た
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
。
後
i英 米時
的見直
砕孟分
包亨 EFt
玉 1軍司弘
幸心其
片品議
甥敏 t
と文高
町通鳳
財之自
安建碕
270事
副 部
グ〉詳
際 頑
自
ら
老
い
た
奴
隷
・
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荒
れ
た
回
庫
・
朽
ち
た
器
物
を
皆
ぴ
取
り
(
時
諸
諸
問
)
、
同
じ
く
高
凪
字
文
通
は
、
仕
官
を
免
れ
る
た
め
詐
っ
て
娘
と
田
地
を
争
っ
た
(
蹴
離
…
)
右
町
段
円
前
回
句
は
上
記
の
逸
話
を
ふ
ま
え
る
。
後
二
句
は
、
劉
整
が
甥
か
ら
砕
を
奪
い
娘
と
争
っ
た
ωの
事
件
を
指
す
。
菅
人
陸
親
、
衣
無
常
主
t整
之
撫
姪
、
食
有
故
人
。
何
其
不
能
折
契
鍾
庚
t
而
幣
惟
交
質
。
一
行
自
の
前
二
句
は
、
晋
の
氾
統
的
「
九
族
を
敦
睦
す
・
・
時
人
其
町
家
を
、
児
に
常
父
無
し
、
衣
に
常
主
無
し
と
税
す
」
(
問
問
怖
)
と
い
う
故
事
を
ふ
ま
え
、
後
二
旬
以
下
は
、
劉
盤
が
甥
の
附
食
に
米
六
斗
を
請
求
し
車
町
惟
を
質
に
と
っ
た
ωの
事
件
を
指
す
。
議
論
的
部
分
で
は
、
二
一
つ
の
事
件
が
同
等
の
比
重
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
各
々
の
事
件
の
叙
述
で
、
先
に
古
人
の
徳
行
が
、
後
に
劉
盤
の
言
動
が
記
さ
れ
、
両
者
は
畳
み
か
け
る
よ
う
に
鋭
く
対
比
さ
れ
る
。
古
人
の
徳
行
は
家
族
倫
理
に
関
す
る
そ
れ
で
あ
り
、
劉
盤
的
言
動
は
す
べ
て
家
族
倫
理
へ
の
膝
繭
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
潜
僧
尚
の
論
の
よ
う
な
、
劉
整
の
い
か
な
る
行
為
が
法
に
抵
触
す
る
か
と
い
う
発
想
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
当
事
者
間
で
解
決
済
み
の
は
ず
の
ωの
事
件
に
つ
い
て
は
「
(
一
族
問
で
)
貸
借
を
帳
消
し
に
す
る
こ
と
が
何
故
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
(
何
其
不
能
折
契
鍾
民
ご
と
あ
る
。
他
者
の
所
有
を
侵
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
穏
当
な
論
で
は
な
い
ロ
一
族
問
で
私
利
の
追
求
を
止
め
、
率
先
し
て
自
ら
の
所
有
を
も
投
げ
出
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
任
問
は
、
法
的
定
め
る
範
囲
を
超
え
、
よ
り
高
次
的
倫
理
性
を
、
劉
盤
に
対
し
要
請
し
て
い
る
。
証
言
部
分
で
三
つ
の
事
件
に
関
す
る
証
言
が
い
ず
れ
も
省
略
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
任
坊
が
法
の
範
囲
に
拘
泥
せ
ず
、
劉
整
の
事
件
全
体
を
家
族
倫
理
的
問
題
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
証
言
の
冗
舌
き
が
排
さ
れ
ず
叙
述
の
具
体
性
客
観
性
が
企
図
さ
れ
た
の
は
、
一
族
に
対
す
る
劉
整
町
非
道
を
読
み
手
に
十
分
に
印
象
づ
け
、
議
論
の
部
分
の
糾
弾
が
決
し
て
奏
弾
者
向
恋
意
に
よ
る
理
不
尽
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
反
論
的
余
地
無
〈
納
得
さ
せ
る
た
め
の
、
周
到
な
用
意
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
時
、
御
史
中
丞
と
い
え
ど
も
皇
帝
の
一
臣
下
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
御
史
中
丞
の
自
発
的
な
判
断
と
は
無
関
係
に
、
皇
帝
の
命
に
よ
り
奏
弾
が
行
な
わ
れ
る
例
が
往
々
に
し
て
見
う
け
ら
れ
る
。
逆
に
被
弾
劾
者
が
皇
帝
何
重
臣
や
伍
臣
で
あ
れ
ば
、
奏
弾
が
正
当
で
あ
っ
て
も
不
聞
に
附
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
「
劉
帥
置
を
奏
聞
押
す
」
に
お
い
て
、
そ
の
問
何
事
情
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
奏
弾
の
背
景
や
そ
の
直
接
の
結
呆
を
告
げ
る
資
料
は
、
管
見
向
限
り
で
は
見
出
し
得
な
い
。
し
か
し
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
任
坊
の
奏
弾
が
皇
帝
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
劉
整
に
対
し
何
ら
か
の
効
力
を
持
ち
得
た
と
は
、
思
わ
れ
な
い
ふ
し
が
あ
る
。
第
一
に
、
宋
斉
梁
代
に
皇
帝
の
不
興
を
買
っ
て
弾
劾
さ
れ
た
八
名
の
帰
趨
を
み
る
凶
r
六
名
は
抹
殺
、
二
名
は
広
州
に
流
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
劉
祥
は
広
州
で
病
死
、
氾
総
は
帰
京
す
る
が
、
そ
の
最
終
官
で
あ
る
中
書
郎
因
子
博
士
は
、
弾
劾
当
時
的
尚
書
左
丞
よ
り
も
低
い
官
位
で
ん
出
。
弾
劾
が
皇
帝
同
意
図
に
よ
る
場
合
は
、
た
と
え
許
さ
れ
て
も
、
昇
進
が
阻
ま
れ
が
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
劉
盤
的
場
合
は
、
弾
劾
当
時
、
=
、
，
，
【
uv
皇
弟
臨
川
王
宏
司
参
軍
寄
附
)
に
就
任
し
た
ば
十
り
で
あ
っ
た
町
内
d
そ
の
後
、
持
節
都
督
交
広
越
諸
軍
事
広
州
刺
史
(
恒
町
)
に
昇
進
し
て
い
，
ur
。
第
二
に
、
劉
整
の
よ
う
な
門
地
の
人
聞
に
と
っ
て
、
右
の
官
品
へ
の
就
任
は
、
む
し
ろ
破
格
な
栄
進
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
占
で
あ
る
。
劉
整
内
属
す
る
広
陵
(
肥
一
紘
一
回
)
【
mv劉
氏
は
、
↑
「
菌
晋
南
朝
を
通
じ
て
高
位
高
官
を
ほ
と
ん
ど
出
し
て
い
な
い
。
劉
盤
的
姑
の
劉
智
容
は
南
斉
の
高
祖
新
道
成
町
皇
后
と
な
っ
た
が
、
雌
女
が
嫁
い
だ
元
嘉
十
七
年
頃
の
繭
氏
は
、
ま
だ
一
介
内
武
門
に
す
ぎ
な
い
。
広
陵
町
劉
氏
は
、
西
晋
南
朝
町
貴
族
社
会
的
下
層
に
位
置
す
る
、
い
わ
ゆ
る
江
南
土
着
豪
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
爾
道
成
の
王
朝
創
始
に
よ
り
、
劉
智
容
の
一
族
は
外
戚
の
地
位
を
獲
得
す
る
に
至
る
が
、
当
時
は
、
元
来
的
家
格
が
低
い
場
合
、
い
か
に
外
戚
で
あ
っ
て
も
、
王
朝
へ
の
抜
群
の
功
績
で
も
無
い
限
り
一
流
円
高
官
に
就
く
の
は
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
代
内
外
戚
で
あ
る
劉
盤
的
父
や
叔
父
遥
や
兄
の
就
任
官
・
最
終
官
は
、
お
も
に
四
l
五
品
の
郡
太
守
で
あ
り
、
ひ
と
り
三
品
官
円
光
旅
大
夫
も
散
官
で
あ
り
ま
し
て
劉
盤
は
「
前
代
の
外
戚
」
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
一
方
、
劉
整
が
就
い
た
持
節
都
督
交
広
越
三
州
(
桂
州
が
加
わ
り
四
州
と
な
る
こ
と
も
あ
る
)
諸
軍
事
広
州
刺
史
に
は
、
当
時
、
宗
室
町
繭
昌
や
粛
元
簡
、
斉
梁
代
の
中
央
上
流
貴
族
向
柳
悔
、
江
陵
在
住
町
北
来
名
族
的
楽
諮
ら
が
就
任
し
て
い
る
。
彼
ら
の
就
任
前
後
円
官
は
、
三
1
四
品
相
当
の
清
官
か
要
官
で
あ
る
「
広
州
刺
史
と
竹
は
、
決
し
て
軽
々
し
い
官
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
佐
し
か
も
、
劉
盤
的
広
州
刺
史
就
任
の
記
事
は
、
李
普
注
所
引
沈
約
斉
紀
引
に
あ
る
ゆ
え
、
こ
の
記
事
が
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、
劉
盤
榊
の
当
官
就
任
は
、
沈
約
が
卒
す
る
天
監
十
二
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
の
弾
劾
当
時
(
天
監
四
年
頃
)
の
皇
弟
府
参
軍
か
ら
広
州
刺
史
就
任
ま
で
が
間
八
年
足
ら
ず
と
い
う
の
は
、
か
な
り
短
期
間
的
昇
進
と
考
え
て
よ
い
と
思
ぅ
。
先
述
の
柳
悔
、
楽
詞
ら
は
、
皇
弟
・
皇
子
府
の
参
軍
か
ら
広
州
刺
史
《
mv
就
任
ま
で
、
少
な
く
と
も
十
三
l
十
五
年
同
時
を
資
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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以
上
町
事
実
か
ら
考
え
て
、
劉
整
は
皇
帝
の
意
図
で
弾
劾
さ
れ
た
の
で
は
な
〈
、
弾
劾
後
も
、
む
し
ろ
皇
帝
の
覚
え
め
で
た
い
臣
下
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
と
言
え
よ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
劉
盤
的
事
件
は
、
御
史
中
丞
た
る
任
防
自
身
に
と
っ
て
、
由
々
し
い
問
題
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
任
切
の
奏
弾
文
の
叙
述
は
、
劉
接
的
行
為
を
弾
幼
し
な
か
っ
た
J
一
市
長
」
や
「
地
堺
職
司
ヘ
沼
氏
の
訴
え
を
法
令
の
範
囲
内
で
幽
酌
し
た
潜
僧
尚
、
さ
ら
に
皇
帝
繭
街
な
ど
、
こ
の
事
件
を
見
聞
し
た
他
の
誰
の
言
動
よ
り
も
、
花
氏
の
劉
整
へ
の
憤
り
の
念
に
、
共
感
し
得
て
い
る
。
任
坊
は
、
一
族
親
和
町
理
想
を
採
捌
し
た
者
の
存
在
を
許
し
得
ず
、
理
想
を
再
度
掲
げ
る
た
め
に
、
一
代
の
才
撃
を
ふ
る
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
向
じ
く
「
文
選
」
所
収
の
「
曹
景
宗
を
奏
弾
す
」
は
、
部
司
二
州
内
軍
事
長
官
兼
部
州
刺
史
の
曹
景
宗
が
、
北
貌
寧
を
回
避
し
て
司
州
を
陥
落
せ
し
め
た
事
件
を
抑
劾
し
た
も
町
で
あ
る
。
「
劉
整
を
奏
弾
す
」
の
よ
う
な
直
叙
に
近
い
証
言
部
分
を
持
た
ず
、
一
貫
し
て
耕
備
体
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
冒
頭
序
論
に
お
い
て
、
「
将
軍
は
敵
を
回
避
し
て
は
な
ら
ず
、
敗
軍
の
将
は
古
来
戯
刑
に
処
さ
れ
て
き
た
」
と
原
則
論
が
述
べ
ら
れ
、
つ
い
で
「
窃
か
に
尋
ぬ
る
に
」
と
当
該
事
件
の
報
告
に
入
る
。
皇
帝
の
軍
隊
へ
の
領
辞
と
司
州
の
状
況
が
記
さ
れ
た
の
ち
、
次
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
る
。
(
a
、
b
は
引
用
者
付
加
)
a
故
司
州
刺
史
禁
道
恭
、
率
腐
義
男
、
膏
不
顧
命
。
全
域
守
死
、
自
冬
祖
秋
。
猶
其
鞠
戦
無
窮
、
話
機
醜
虜
。
故
の
司
州
刺
史
禁
道
恭
は
、
義
勇
を
平
腐
L
脊
っ
て
命
を
顧
ず
、
械
を
全
し
死
を
守
り
各
自
り
秋
に
祖
く
。
猶
お
其
れ
縛
戦
し
て
窮
ま
る
無
〈
、
℃
盟
3
醜
虜
を
扱
く
・
之
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方
之
居
延
、
則
陵
降
而
恭
守
、
比
之
疎
勅
、
則
取
存
而
務
亡
。
若
使
郎
部
救
兵
、
微
接
声
援
、
則
単
子
之
首
、
久
懸
北
開
。
宣
直
受
降
可
築
、
渉
安
啓
土
而
己
哉
。
b
窓
由
部
川
刺
史
臣
景
宗
、
受
命
致
討
、
不
時
言
遇
。
使
叩
結
蛾
来
、
水
草
有
依
。
方
復
按
甲
盤
桓
、
緩
救
資
敵
。
遂
令
孤
城
郡
守
、
力
屈
凶
成
.
を
居
延
に
方
よ
れ
ば
則
ち
陵
降
り
恭
守
り
、
之
を
疎
勅
に
比
よ
れ
ば
則
ち
政
存
L
務
亡
ぷ
。
若
し
山
部
救
兵
を
し
て
声
援
を
微
接
せ
し
め
ば
、
則
ち
単
千
円
首
久
し
く
北
聞
に
懸
か
均
ん
。
宣
に
直
に
受
降
に
築
〈
ベ
〈
、
沙
安
に
土
を
啓
け
る
円
み
な
り
ん
や
。
廷
に
叩
州
刺
史
毘
景
宗
の
‘
命
を
受
け
討
に
致
り
、
時
に
言
に
遁
か
ざ
る
に
由
る
。
削
結
蛾
環
を
し
て
、
水
草
に
依
る
有
句
i
し
む
。
方
に
復
た
甲
を
按
ヒ
偲
桓
L
救
を
緩
め
敵
を
資
〈
。
遂
に
孤
城
窮
守
を
し
て
力
凶
威
に
屈
せ
し
む
。
(
以
下
、
閣
景
宗
の
撤
退
と
司
州
戦
の
完
敗
が
叙
述
さ
れ
る
)
前
半
a
に
は
、
お
も
に
茶
道
恭
の
奮
戦
が
、
後
半
b
に
は
、
曲
目
景
宗
の
怯
慨
に
よ
り
司
州
が
陥
落
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
a
の
五
i
六
行
目
的
対
句
表
現
「
之
を
居
延
に
方
よ
れ
ば
則
ち
陵
降
り
恭
守
q
、
之
を
疎
助
に
比
よ
れ
ば
則
ち
取
存
し
祭
亡
よ
」
は
、
李
陵
と
取
北
怖
の
故
事
を
踏
ま
え
て
い
る
。
李
陵
は
、
五
千
に
満
た
ぬ
歩
卒
で
↓
一
万
余
円
旬
奴
軍
を
居
延
に
針
づ
け
に
し
、
文
字
通
り
万
折
れ
矢
尽
き
て
投
降
し
た
(
棚
倒
)
。
欧
恭
は
、
西
町
呆
て
の
疎
勅
で
旬
奴
に
十
ヶ
月
間
包
囲
さ
れ
、
万
死
に
一
生
を
得
て
生
還
し
た
(
附
孤
瞥
)
。
李
陵
は
「
能
〈
人
の
死
力
を
得
。
古
町
名
将
と
雌
も
過
ぐ
る
能
川
引
る
也
」
在
地
…
時
十
一
山
一
綿
一
」
J
と
称
え
ら
れ
、
欧
恭
は
「
節
は
蘇
武
に
過
ぐ
」
(
一
即
時
間
開
)
「
嵯
哉
、
義
は
死
よ
り
重
し
、
以
て
是
に
至
る
乎
」
(
明
叩
)
と
感
嘆
さ
れ
て
い
る
。
古
来
深
い
感
動
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
き
た
李
陵
や
取
恭
の
死
闘
に
、
日
摂
道
恭
が
重
ね
合
わ
さ
れ
、
彼
ら
以
上
の
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
市
日
景
宗
の
醜
態
を
報
告
す
べ
き
文
章
で
、
ま
ず
茶
道
恭
町
膏
戦
が
、
し
か
も
相
当
に
力
を
こ
め
て
描
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
当
面
必
要
か
つ
主
要
な
報
告
事
項
は
、
曹
旦
京
宗
が
敵
を
回
避
し
て
司
州
戦
に
敗
北
し
た
と
い
う
一
事
(
b
)
で
あ
リ
、
こ
れ
は
、
奏
弾
文
冒
頭
の
原
則
論
(
お
頁
下
参
照
)
と
も
緊
密
に
呼
応
す
る
内
容
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
こ
と
を
述
べ
、
つ
い
で
茶
道
恭
の
奮
戦
へ
と
展
開
す
る
構
成
b
l
a
の
方
が
よ
り
自
然
で
あ
ろ
う
。
本
文
の
構
成
a
b
は
、
あ
る
極
的
意
外
性
に
よ
っ
て
、
柴
道
恭
の
死
闘
を
読
み
手
に
強
く
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
b
に
述
べ
ら
れ
る
由
景
宗
の
卑
怯
な
行
動
は
、
a
町
茶
道
恭
の
死
闘
に
お
の
ず
と
対
比
さ
れ
、
そ
の
不
誠
実
と
利
己
性
が
、
い
っ
そ
う
際
立
た
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
以
上
的
事
件
報
告
に
続
く
御
史
中
丞
町
議
論
の
部
分
で
は
、
曹
景
宗
向
日
頃
の
栄
華
を
極
め
た
生
活
が
批
判
を
こ
め
て
列
叙
さ
れ
た
後
、
司
州
戦
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
且
道
恭
一
玉
逝
、
城
守
黒
旬
、
景
山
官
一
市
之
存
、
一
朝
棄
甲
。
生
曹
死
謀
、
優
劣
若
是
。
惟
此
人
斯
、
有
蹴
而
目
。
且
つ
道
恭
云
に
逝
き
城
守
句
を
果
ね
、
景
宗
之
れ
存
し
一
朝
叩
を
来
つ
。
生
曹
死
張
、
刷
出
劣
是
〈
町
若
し
。
惟
札
此
町
人
期
、
似
た
る
国
固
有
り
。
一
・
二
行
円
「
逝
」
t
「
存
」
、
「
城
守
」
t
「
禁
中
」
、
「
累
旬
」
t三
朝
」
は
各
々
対
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
=
一
行
田
町
、
「
死
禁
」
町
「
優
」
t「生
市
首
」
町
「
劣
」
と
い
う
、
さ
ら
に
端
的
で
痛
烈
な
対
句
表
現
に
言
い
換
え
ら
れ
る
。
身
を
捨
て
て
義
陽
城
を
固
守
せ
ん
と
し
た
務
道
恭
と
、
彼
を
見
殺
し
に
し
て
一
身
を
保
持
し
た
曹
景
宗
と
が
、
正
義
と
不
義
と
町
、
完
全
に
対
極
的
な
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
凶
行
目
的
、
小
雅
「
何
人
斯
」
を
踏
ま
え
た
「
蹴
た
る
而
固
有
り
」
と
は
、
裏
切
っ
た
友
人
に
対
し
て
恥
じ
な
い
こ
と
を
表
す
。
「
市
日
景
宮
市
は
、
見
殺
し
に
し
た
茶
道
恭
に
恥
じ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
意
味
あ
い
が
含
ま
れ
よ
う
。
以
上
向
検
討
か
ら
、
こ
の
奏
弾
文
で
は
、
奈
道
恭
の
節
義
と
、
そ
れ
と
対
極
を
な
す
曹
景
宗
の
不
誠
実
さ
・
利
己
性
に
と
く
に
重
き
を
置
い
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
司
州
内
陥
落
は
当
時
的
南
朝
に
と
り
重
大
な
事
件
で
あ
り
、
史
書
等
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
陥
落
ま
で
の
経
緯
や
そ
の
状
況
を
伝
え
る
記
事
を
集
め
、
奏
弾
文
町
叙
述
に
比
較
す
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
み
た
い
。
両
者
向
対
照
に
よ
リ
、
奏
弾
文
の
視
占
や
意
図
が
よ
り
明
白
に
浮
か
び
上
が
る
と
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
史
書
に
よ
れ
ば
、
当
時
的
南
朝
で
は
、
北
貌
へ
の
前
線
基
地
と
し
て
、
准
河
の
下
流
か
ら
上
流
に
か
け
て
錨
離
(
徐
州
)
、
寿
陽
(
予
州
)
、
義
陽
(
司
州
)
町
三
鎖
が
、
そ
の
西
方
向
浜
水
中
流
か
ら
上
流
に
か
け
て
裏
陽
(
薙
州
)
、
南
鄭
(
梁
州
)
の
ニ
鎮
が
置
か
れ
て
い
た
。
北
貌
の
洛
陽
避
都
後
(
仰
年
)
、
そ
の
脅
威
は
俄
か
に
増
大
し
、
ま
ず
薙
州
五
郡
が
(
峨
年
)
、
つ
い
で
子
州
寿
揚
が
(
剛
年
)
陥
落
い
問
。
羅
子
二
州
町
中
間
に
位
置
す
る
司
州
に
は
、
問
(
夫
監
二
)
年
に
四
度
囲
内
攻
撃
が
開
始
さ
れ
、
翌
年
二
月
、
梁
側
の
援
軍
王
僧
柄
が
大
敗
、
閉
じ
く
曹
景
宗
は
盤
幌
以
北
に
進
撃
し
な
か
佐
っ
た
。
五
月
、
能
城
中
の
司
州
刺
史
探
道
恭
が
病
死
し
、
従
弟
の
茶
霊
恩
引
が
指
揮
官
と
な
っ
た
。
こ
の
時
の
援
軍
馬
仙
瑚
は
、
北
貌
の
元
英
町
老
狛
脚
な
戦
術
と
僻
永
の
力
戦
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
子
を
も
亡
う
と
い
う
惨
敗
を
配
喫
し
た
。
八
月
、
奈
霊
恩
が
投
降
し
、
司
州
は
完
全
に
北
説
的
支
配
下
に
例
入
っ
た
。
任
坊
の
奏
弾
文
は
、
こ
の
時
点
で
書
か
れ
て
い
る
。
7
以
上
の
史
実
に
比
較
し
て
も
、
任
坊
の
奏
弾
文
で
は
、
第
一
に
、
茶
道
3
恭
の
奮
戦
が
相
当
に
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
目
に
つ
〈
。
竹)
第
二
に
、
司
州
戦
の
敗
因
が
、
も
っ
ぱ
ら
曹
景
宗
の
行
動
に
の
み
求
め
ら
れ
て
い
る
。
史
実
に
よ
る
限
り
、
馬
仙
粋
や
王
僧
桐
も
敗
因
の
一
端
を
担
っ
て
お
り
、
こ
と
に
馬
仙
瑚
町
惨
敗
は
、
義
陽
城
投
降
の
直
接
的
契
機
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
馬
仙
坤
ら
は
、
自
ら
危
機
に
さ
ら
さ
れ
つ
つ
北
貌
軍
に
肉
迫
し
、
茶
道
恭
ら
に
応
じ
よ
う
と
し
た
。
曹
景
宗
が
一
人
安
全
地
帯
に
い
た
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
任
防
が
敗
因
を
市
日
景
宗
に
の
み
求
め
て
い
る
理
由
は
、
馬
仙
疎
ら
と
曹
景
宗
と
の
行
動
的
相
違
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
こ
の
奏
弾
文
は
、
司
州
陥
落
が
今
後
内
戦
局
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
薙
子
二
州
に
続
く
司
州
向
陥
落
に
よ
り
、
南
朝
側
は
対
北
貌
前
線
町
中
間
部
分
を
そ
っ
く
り
失
う
に
至
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
占
か
ら
曹
景
宗
の
罪
を
糾
弾
す
る
と
い
う
論
理
構
造
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。
任
坊
向
精
神
は
、
司
州
陥
落
の
も
つ
政
治
的
意
味
よ
り
も
、
そ
の
場
に
在
っ
て
行
動
し
た
人
々
の
節
義
や
モ
ラ
ル
に
対
し
て
、
よ
り
鋭
く
反
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
任
防
の
糾
弾
に
も
拘
ら
ず
、
武
帝
は
市
日
景
宗
町
罪
を
不
問
に
付
し
た
へ
梁
世
田
γ
こ
れ
は
曹
景
宗
的
場
合
に
限
ら
な
い
。
純
子
二
州
の
陥
落
か
/
景
宗
伝
」
ら
梁
州
陥
落
(
町
年
)
ま
で
、
北
貌
に
大
敗
し
た
将
軍
は
七
名
を
下
ら
な
い
が
、
弾
劾
さ
れ
た
ニ
と
が
記
録
に
見
え
る
の
は
陳
顕
遥
と
曹
景
宗
町
二
名
に
止
ま
り
、
両
名
と
も
皇
帝
に
罪
を
許
さ
れ
て
い
る
。
敗
退
を
重
ね
て
い
た
南
朝
に
と
り
、
敗
将
へ
の
厳
刑
は
、
戦
闘
力
や
士
気
の
低
下
を
招
く
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
も
戯
刑
は
行
な
わ
れ
難
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
任
坊
も
、
そ
れ
ま
で
の
敗
将
に
対
す
る
処
置
か
ら
、
奏
聞
仲
が
聴
許
さ
れ
難
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
彼
は
、
お
そ
ら
く
自
ら
の
主
体
的
判
断
で
、
官
景
宗
を
糾
弾
し
た
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
、
曲
目
景
宗
が
単
38 
に
敗
将
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。
任
防
を
奏
弾
に
駆
り
た
て
た
も
の
は
、
曹
景
宗
が
茶
道
恭
の
身
を
捨
て
た
奮
戦
に
応
え
ず
、
彼
を
見
殺
し
に
し
た
と
い
う
一
事
で
あ
り
、
曹
景
宗
の
不
誠
実
さ
や
利
己
性
へ
の
憤
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
任
坊
の
他
的
二
篇
の
奏
弾
文
に
お
い
て
も
、
視
点
や
論
理
構
造
的
上
で
「
文
選
」
所
収
町
二
篇
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
「
繭
穎
遠
を
奏
同
押
す
」
(
諮
問
時
)
は
、
征
虜
将
軍
(
巨
)
太
子
左
衛
率
の
爾
穎
逮
が
、
高
位
を
利
用
し
て
「
魚
軍
税
」
(
水
産
業
者
に
課
す
税
金
か
)
A
筒日
請
求
内
権
益
を
独
占
し
、
年
間
五
十
万
の
税
を
と
り
た
て
た
事
件
を
弾
劾
し
た
も
の
で
あ
る
。
奏
弾
文
冒
頭
に
は
次
の
よ
占
に
あ
る
。
布
衣
に
在
り
介
然
的
行
に
窮
居
す
る
は
、
尚
お
以
て
貴
を
激
し
俗
を
属
L
.
此
の
薄
夫
を
惇
う
す
べ
L
・
況
ん
や
伐
旅
町
家
町
難
豚
の
利
を
争
い
、
衣
繍
の
士
町
買
人
向
服
を
受
く
る
に
お
い
て
お
や
.
「
況
ん
や
」
以
下
町
一
文
は
、
「
大
学
」
の
「
馬
乗
を
畜
う
も
の
は
難
豚
を
察
せ
ず
、
伐
ゆ
怖
の
家
は
牛
羊
を
畜
わ
ず
、
百
乗
の
家
は
来
倣
の
臣
を
畜
わ
ず
、
其
の
即
時
紋
の
臣
有
る
よ
り
は
寧
ろ
盗
臣
有
れ
と
。
此
れ
国
は
利
を
以
て
利
と
為
さ
ず
、
義
を
以
て
利
と
為
す
を
謂
う
な
り
」
を
踏
ま
え
る
。
「
士
は
道
義
的
遂
行
に
専
心
す
べ
き
で
、
利
を
追
求
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
合
い
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
後
半
の
議
論
円
部
分
で
も
、
繭
穎
遠
が
公
の
道
義
よ
り
私
的
利
益
の
み
を
追
求
し
て
い
る
こ
と
が
厳
し
く
批
難
さ
れ
る
。
輔
剛
穎
遠
の
ど
の
行
為
が
法
律
に
ふ
れ
、
社
会
経
済
上
い
か
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
か
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
奏
弾
も
聴
許
さ
れ
ず
、
武
帝
は
繭
穎
達
を
一
且
散
騎
常
侍
(
記
)
左
衛
将
軍
に
任
じ
た
後
、
す
ぐ
侍
中
へ
と
栄
進
さ
せ
《
山
下
剤
穎
達
は
前
代
的
宗
室
で
武
帝
町
族
弟
に
あ
た
る
。
南
斉
末
年
内
実
力
者
故
繭
穎
宵
の
実
弟
で
、
か
つ
梁
朝
建
国
の
功
臣
で
も
あ
る
。
し
か
も
、
任
切
の
奏
弾
に
先
だ
っ
天
監
初
年
に
も
、
公
務
上
司
事
件
で
免
官
さ
れ
た
直
後
に
、
侍
中
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
任
坊
が
右
の
よ
う
な
経
緯
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
彼
は
、
武
帝
の
意
向
や
掛
川
穎
達
町
地
位
よ
り
も
、
繭
穎
逮
同
行
為
が
土
人
の
自
制
的
モ
ラ
ル
や
科
持
に
相
反
し
て
い
る
こ
と
を
重
要
視
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
法
令
よ
り
も
モ
ラ
ル
を
裁
断
的
基
準
と
し
、
対
象
に
私
的
利
欲
的
抑
制
を
求
め
て
い
る
占
で
、
「
繭
穎
達
を
奏
弾
す
」
は
「
劉
盤
を
奏
弾
す
」
に
相
似
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
沼
山
棋
を
奏
弾
す
」
(
球
一
王
)
は
、
尚
寄
左
丞
沼
…
艇
が
武
帝
の
面
前
で
司
徒
謝
脳
を
庇
し
、
庶
人
に
廃
さ
れ
た
前
尚
書
令
の
王
亮
を
褒
め
た
事
件
を
弾
劾
し
て
い
る
。
こ
の
時
ば
か
り
は
任
坊
の
奏
弾
が
聴
許
さ
れ
、
武
帝
は
花
印
刷
を
広
州
配
流
に
処
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
梁
舎
は
J
同
組
悦
ば
ず
、
御
史
中
丞
任
明
因
り
て
奏
し
て
日
く
」
と
、
任
坊
が
武
帝
に
阿
ね
っ
て
奏
弾
し
た
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
梁
番
町
説
が
真
実
か
、
.
あ
る
い
は
任
坊
の
主
体
的
な
判
断
が
過
然
武
帝
の
意
向
に
一
致
し
た
も
の
か
、
今
と
な
っ
て
は
明
ら
か
に
し
難
い
。
だ
が
少
な
く
と
も
、
任
防
自
身
が
事
件
の
ど
の
点
に
強
い
印
象
を
受
け
た
か
は
、
あ
る
程
度
考
察
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
奏
弾
文
の
事
件
報
告
の
部
分
が
、
自
己
の
見
聞
を
簡
単
に
記
載
し
た
後
、
そ
れ
を
耕
文
で
再
構
成
す
る
と
い
う
こ
層
の
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
事
件
は
ま
ず
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
又
今
月
十
目
、
御
銭
梁
州
刺
史
臣
珍
圏
、
宴
私
既
治
、
建
臣
並
己
謁
退
。
時
詔
留
侍
中
匡
昂
等
十
人
、
訪
以
政
道
。
績
不
答
所
問
、
而
横
議
沸
騰
、
途
庇
裁
司
徒
臣
畑
、
褒
幸
庶
人
王
亮
-
又
今
月
十
目
、
梁
州
刺
史
臣
珍
園
を
御
餓
L
、
宴
私
印
に
沿
く
、
軍
臣
並
に
己
に
謁
退
す
。
時
に
詔
L
侍
中
庄
市
町
等
十
人
を
留
め
、
訪
う
に
政
道
を
以
て
す
.
績
は
問
、
つ
所
に
答
え
ず
、
而
も
横
議
沸
騰
し
、
逮
に
司
徒
臣
刷
を
既
裁
し
、
庶
人
王
亮
を
褒
辛
す
。
美
文
製
作
の
意
識
を
ほ
と
ん
ど
窺
い
得
な
い
簡
率
な
文
体
で
あ
る
。
こ
れ
を
再
構
成
し
た
文
章
は
次
の
よ
う
で
あ
る
(
(
)
内
は
基
づ
く
典
故
)
。
《
泌
】
婿
尋
王
有
遊
珠
(
孟
子
て
織
か
に
尋
由
る
に
、
王
に
遊
殻
有
り
、
親
御
軒
一
陣
{
時
仙
)
句
、
親
ら
軒
陛
に
御
す
。
義
深
推
殺
(
民
訴
ペ
義
は
推
殺
よ
り
深
く
、
情
均
湛
露
(
務
経
)
.
情
は
湛
露
に
均
し
。
酒
閥
宴
龍
、
五
】
福
岡
に
宴
罷
み
、
官
展
正
立
(
礼
記
)
.
展
に
世
り
正
立
す
。
記
事
在
前
(
泌
岱
)
、
記
事
は
前
に
在
り
、
【ね》
記
言
在
後
(
泌
曾
)
.
記
言
は
後
に
在
り
。
斡
早
朝
之
念
!
早
朝
の
念
を
鞍
み
、
《
制
調
】
探
求
模
ウ
~
情
。
求
棋
の
情
を
深
〈
す
。
而
繰
言
不
遜
、
而
る
に
績
の
言
は
不
遜
、
妄
陳
褒
吃
。
五
v
妄
り
に
褒
援
を
陳
占
。
傷
済
済
之
凪
〔
礼
配
)
、
、
6
4
済
済
的
風
を
傷
つ
け
、
依
側
席
之
望
(
僻
附
糊
)
円
側
席
の
望
を
快
く
。
不
有
厳
裁
、
厳
裁
有
ら
ず
ん
ば
、
憲
准
将
頼
。
繊
帥
玉
。
憲
准
将
に
頼
れ
ん
と
す
。
竹)任坊の奏弾文(佐39 
紙
即
ち
主
た
り
。
典
故
と
対
句
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
、
全
文
中
最
も
表
現
の
美
し
い
部
分
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
の
内
容
を
典
故
を
踏
ま
え
つ
つ
追
え
ば
、
「
陛
下
は
、
親
ら
外
鋲
に
出
る
臣
下
を
お
迎
え
に
な
り
、
そ
の
者
を
信
頼
し
て
所
管
の
全
て
を
一
任
さ
れ
、
皆
に
慈
恵
の
宴
を
賜
っ
た
。
宴
も
果
て
る
頃
、
居
ず
ま
い
を
正
さ
れ
、
振
舞
も
言
葉
も
古
え
の
聖
主
の
そ
れ
に
か
な
い
、
き
て
真
剣
に
自
ら
の
政
事
的
得
失
を
お
尋
ね
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
泡
績
は
不
遜
で
、
私
情
で
褒
庇
を
陳
べ
た
て
た
。
臣
下
と
し
て
の
品
位
に
も
、
賢
者
を
求
め
る
忠
誠
心
に
も
欠
け
、
ま
こ
と
に
許
し
難
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
後
者
の
耕
文
で
、
司
徒
を
君
前
で
侮
辱
し
た
と
い
う
花
織
の
違
法
行
為
は
「
妄
り
に
褒
庇
を
陳
ぷ
」
町
一
旬
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
任
坊
は
、
皇
帝
が
居
ず
ま
い
を
正
し
て
真
剣
に
政
道
へ
の
批
判
を
求
め
た
こ
と
(
酒
開
宴
罷
:
:
深
求
摸
之
情
)
、
泡
続
が
そ
れ
に
無
私
の
忠
誠
心
を
も
っ
て
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
(
傷
済
済
之
風
、
快
側
席
之
望
)
を
叙
述
す
る
の
に
、
よ
り
熱
心
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
J
』
れ
は
、
「
曽
景
宗
を
奏
弾
す
」
で
、
曹
景
宗
の
罪
を
茶
道
恭
の
死
闘
に
応
じ
な
か
っ
た
不
誠
実
さ
・
利
己
性
に
見
て
い
た
こ
と
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
任
坊
は
、
対
象
が
相
手
の
誠
実
さ
や
真
剣
さ
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
否
か
に
敏
感
で
あ
り
、
あ
る
べ
き
人
間
関
係
を
一
方
的
に
破
砕
す
る
説
に
は
、
と
〈
に
鋭
い
嫌
悪
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
四
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
任
防
内
奏
弾
文
は
、
法
令
と
の
か
か
わ
り
や
政
治
的
社
会
的
影
響
等
よ
り
も
、
人
と
し
て
の
誠
実
さ
や
粁
持
等
向
、
モ
ラ
ル
を
主
要
な
論
点
と
し
て
い
る
。
任
防
以
外
向
奏
弾
文
で
も
、
対
象
的
モ
ラ
ル
は
問
題
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
論
40 
点
と
し
て
は
よ
り
副
次
的
な
扱
い
を
う
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
く
「
文
選
」
巻
四
十
所
収
の
沈
約
の
「
王
源
を
奏
弾
す
」
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
南
郡
丞
王
源
が
、
結
納
金
目
当
て
に
庶
人
満
部
之
と
婚
姻
を
結
ん
だ
事
件
を
弾
劾
し
た
も
の
で
、
そ
の
論
点
は
、
ω古
来
的
社
会
秩
序
、
ω
士
人
的
モ
ラ
ル
、
ω本
朝
の
法
律
的
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
冒
頭
で
は
、
ま
ず
「
臣
聞
く
、
斉
は
大
な
れ
ば
偶
に
非
ず
と
は
前
諸
に
著
わ
れ
、
震
を
辞
し
て
婚
せ
ず
と
は
往
烈
に
垂
称
せ
ら
る
。
乃
ち
こ
族
的
和
を
交
え
仇
合
的
義
を
弁
ず
る
が
若
き
は
、
弁
と
降
、
窓
と
隆
、
械
に
一
撲
に
非
ず
云
云
」
と
、
分
相
応
の
婚
姻
が
古
来
の
原
別
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
(ω
て
し
か
る
に
劉
宋
以
来
「
姻
姐
は
愉
雑
し
て
厩
庶
を
計
る
岡
し
、
祖
曽
を
販
制
問
L
以
て
頁
道
を
為
す
」
と
、
士
庶
不
婚
の
原
則
が
利
得
追
求
の
風
潮
に
よ
っ
て
破
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
(ω)、
最
後
に
「
窟
鹿
御
寓
し
て
弘
く
典
憲
を
革
め
し
自
E
E
E
と
、
本
朝
に
入
り
士
庶
不
信
こ
号
ど
婚
が
法
制
化
さ
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
(ω)。
つ
い
で
媒
人
の
証
言
が
記
さ
れ
た
後
、
王
源
の
婚
姻
の
実
態
が
、
ωω
内
論
点
に
即
し
て
報
告
さ
れ
る
。
御
史
中
丞
町
議
論
的
部
分
で
も
、
「
(
王
源
は
)
人
に
同
じ
き
者
L
a
令官
は
貌
、
人
に
異
な
る
者
は
心
、
彼
町
行
媒
を
以
て
之
を
抱
布
に
同
じ
く
す
」
(ω)
「
且
つ
我
が
族
類
に
非
ず
と
は
往
哲
同
格
言
、
戒
は
着
を
雑
え
ず
と
は
之
を
前
典
に
聞
く
。
:
・
:
祖
を
蔑
し
親
を
辱
む
、
事
に
於
て
甚
し
と
U
危
為
す
し
(
川
川
)
「
宜
し
く
震
す
に
明
科
を
以
て
し
之
を
流
伍
に
馴
す
べ
し
」
(
M
W
)
と
、
王
源
内
婚
姻
が
、
結
納
金
目
当
て
で
あ
る
こ
と
で
ω士
人
の
モ
ラ
ル
に
、
士
庶
雑
婚
で
あ
る
こ
と
で
、
ω古
来
的
秩
序
と
間
本
朝
の
法
律
に
抵
触
す
る
と
論
じ
ら
れ
る
。
三
つ
の
論
点
は
、
い
ず
れ
町
部
分
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も、
ωの
士
庶
不
婚
が
古
来
的
秩
序
で
あ
る
と
い
う
論
点
は
、
冒
頭
と
事
件
報
告
部
分
で
真
先
に
叙
述
さ
れ
、
議
論
的
部
分
で
も
最
も
委
細
を
尽
く
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
沈
約
の
現
存
す
る
他
の
五
簡
の
奏
弾
文
も
、
官
僚
の
《
切
刷
】
役
所
で
の
規
律
違
反
や
職
務
へ
の
怠
慢
を
弾
劾
し
た
も
の
で
あ
る
。
任
切
の
奏
弾
文
が
、
対
象
的
他
者
に
対
す
る
心
情
や
行
為
を
問
題
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
沈
約
の
そ
れ
は
、
総
じ
て
、
対
象
の
規
律
や
秩
序
に
対
す
る
身
の
処
し
方
に
着
目
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
奏
陣
文
内
伝
統
的
手
法
と
し
て
は
、
沈
約
の
方
が
標
準
に
近
い
。
御
史
中
丞
は
中
正
や
師
博
で
は
な
い
以
上
、
人
に
求
め
る
べ
き
は
、
第
一
に
、
法
令
や
秩
序
に
即
し
て
身
を
処
し
得
る
賢
明
さ
や
自
律
性
で
あ
り
、
倫
理
的
徳
行
は
そ
の
次
に
位
置
す
る
は
ず
で
あ
る
。
沈
約
は
そ
の
奏
弾
文
の
本
質
に
合
致
し
た
文
章
を
製
作
し
て
い
る
。
五
任
問
的
奏
弾
文
は
、
何
よ
り
も
人
と
し
て
の
モ
ラ
ル
、
具
体
的
に
は
、
私
利
を
抑
え
他
者
の
た
め
に
つ
く
す
誠
実
さ
を
、
対
象
に
求
め
て
い
る
。
一
、
二
に
既
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
、
肉
親
や
友
人
へ
の
不
誠
実
利
己
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
手
法
は
、
周
到
か
つ
斬
新
で
あ
り
、
こ
れ
を
糾
弾
す
る
筆
鋒
は
、
対
語
や
反
対
を
生
か
し
、
無
類
の
鋭
さ
を
持
つ
。
任
防
の
奏
弾
文
は
、
不
誠
実
や
利
己
性
を
許
し
得
な
い
彼
自
身
内
強
い
思
念
を
、
具
体
的
な
事
例
に
即
し
て
、
作
ロ
開
化
し
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
文
章
は
、
格
調
円
高
さ
と
緊
迫
感
あ
る
美
し
さ
を
そ
な
え
、
一
王
朝
の
法
や
体
制
維
持
の
枠
内
に
止
ま
ら
ぬ
、
あ
る
普
遍
性
を
持
ち
得
て
い
る
。
本
伝
に
よ
れ
ば
、
任
坊
は
、
人
々
に
寸
任
君
し
と
慕
わ
れ
、
そ
の
家
産
を
、
一
身
や
子
孫
の
た
め
に
で
は
な
〈
、
貧
し
い
親
族
や
友
人
、
郡
太
守
と
な
っ
て
は
そ
の
郡
民
の
た
め
に
散
じ
て
し
ま
う
人
物
で
あ
っ
た
と
い
、
1
伝
え
ら
れ
る
限
り
の
任
防
向
日
常
の
生
活
と
、
彼
町
奏
抑
文
と
は
、
私
利
を
捨
て
た
誠
実
な
人
間
関
係
へ
の
希
求
に
お
い
て
、
結
び
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
任
坊
自
身
に
と
っ
て
の
奏
弾
文
と
は
、
自
ら
の
不
断
の
希
求
を
探
淵
す
る
者
に
対
す
る
、
そ
の
文
藻
を
賭
し
た
戦
い
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
文
章
は
、
読
み
手
の
心
を
動
か
し
得
る
、
卓
越
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。
任
坊
の
不
断
の
希
求
が
、
彼
の
奏
弾
文
の
内
容
を
個
性
的
か
つ
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
充
実
さ
せ
、
見
事
な
表
現
へ
と
結
び
つ
い
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
本
町
吻
@
。
以
上
、
思
う
所
を
述
べ
て
き
た
が
、
筆
者
的
浅
見
に
よ
る
誤
謬
も
少
な
く
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
大
方
町
御
叱
正
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
竹)
注(1
}
任
暗
の
生
涯
と
そ
の
文
体
の
聖
遣
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
任
時
の
文
章
」
(
日
本
中
国
学
会
報
第
三
十
二
鼎
)
を
参
照
さ
れ
た
い
.
上
記
の
拙
稿
で
は
、
世
の
文
章
が
人
倫
宜
視
の
強
い
志
向
に
よ
り
従
来
の
格
式
を
逸
脱
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
論
証
は
や
や
不
十
分
で
あ
っ
た
と
且
わ
れ
る
白
今
回
の
小
論
で
は
、
こ
の
指
摘
が
棋
の
奏
弾
文
全
体
に
該
当
す
る
こ
と
の
論
証
と
、
人
情
重
視
の
よ
り
具
体
的
な
内
突
の
解
明
を
も
目
的
と
し
て
い
る
.
(
2
)
醐
史
台
・
i
教
督
司
百
軍
、
皇
太
子
己
下
、
其
在
宮
町
付
属
内
違
法
者
、
皆
糾
弾
之
、
睦
事
行
馬
外
、
而
監
司
不
糾
、
亦
得
奏
之
(
時
書
巻
二
六
梁
官
制
)
(
3
)
劉
宋
ま
で
の
作
品
を
評
論
の
対
象
と
す
る
剖
臨
「
文
心
政
組
」
奏
啓
舗
は
、
奏
弾
文
の
代
表
例
と
し
て
、
棋
の
孔
光
、
路
粋
、
晋
の
僻
威
、
劉
胞
の
そ
れ
を
挙
げ
て
い
る
。
劉
艇
は
ま
た
、
良
い
奏
陣
文
と
は
「
蹄
言
醜
句
」
を
羅
列
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
礼
法
や
道
義
に
お
い
で
あ
る
べ
き
聾
を
明
示
一
し
、
そ
れ
に
抵
触
す
る
行
為
を
弾
劫
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
基
準
は
、
勺
文
選
」
所
収
の
佳
明
、
沈
拘
の
奏
弾
文
に
こ
そ
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
.
(
4
)
吋
文
選
集
注
」
本
と
、
「
集
注
」
所
引
砂
本
、
五
京
本
に
よ
る
。
(
5
)
原
文
「
入
衆
」
を
、
宮
川
尚
志
氏
「
六
朝
時
代
町
担
隷
制
の
間
四
」
(
古
代
学
8
4
脚
)
、
勝
村
哲
也
氏
『
甫
朝
門
聞
の
軍
産
」
(
人
文
字
詰
鼎
8
問
)
、
越
智
任目万円奏弾文(佐41 
四
)
を
霊
明
氏
「
棋
大
朝
の
京
産
分
割
と
ニ
亜
家
産
」
(
東
洋
学
報
日
1
2
参
考
に
、
本
文
の
よ
う
に
解
し
た
。
(
6
)
揖
措
以
下
の
証
言
の
引
用
は
、
紙
幅
の
関
係
に
よ
り
、
必
要
な
部
分
の
み
に
止
め
さ
せ
て
頂
く
。
(
7
)
(
盤
)
索
米
、
娘
来
有
、
乃
将
娘
欄
車
機
椎
為
質
.
桂
得
米
、
往
嫡
拍
置
(
文
選
畠
桂
所
引
)
。
〔
8
)
原
文
に
「
蝉
師
及
効
各
輯
五
千
文
」
「
以
私
費
七
千
晴
古
曲
」
「
奪
取
締
草
貨
得
銭
七
千
」
「
人
買
龍
牽
眉
五
十
銭
」
と
あ
る
。
ほ
か
、
宇
都
宮
清
書
氏
「
憧
的
研
究
」
(
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
晶
5
即
}
浜
口
霊
園
氏
『
唐
王
朝
の
賎
人
制
度
』
(
東
洋
史
研
究
会
酬
)
却
頁
等
参
問
。
(
9
)
「
錘
庚
」
は
、
学
普
桂
引
左
氏
伝
包
成
論
語
誌
か
ら
考
え
る
と
「
多
量
の
米
」
で
あ
る
が
、
小
尾
却
一
氏
は
缶
暗
の
他
の
値
用
例
か
ら
「
わ
ず
か
な
畳
の
米
」
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
(
全
釈
漢
文
大
系
文
選
五
、
品
英
社
、
師
)
。
(
珂
)
束
の
劉
酷
(
朱
書
文
五
王
伝
)
顔
噛
(
岡
本
伝
て
斉
の
謝
超
宗
(
南
斉
書
本
伝
)
劉
祥
{
岡
本
伝
)
王
典
(
同
本
伝
)
王
融
(
岡
本
伝
)
謝
眺
(
岡
本
伝
)
、
梁
の
沼
紙
(
梁
書
冊
林
伝
)
。
(
日
)
注
(
叩
)
参
問
。
(
日
)
貴
か
ら
梁
初
の
官
品
農
は
現
存
し
な
い
が
、
梁
の
天
監
七
年
の
官
制
で
は
、
尚
書
左
丞
、
中
世
郎
、
国
子
博
士
は
、
九
迎
車
頭
、
同
捕
三
、
同
第
四
の
官
で
あ
る
。
抱
紙
は
天
監
四
年
の
弾
劾
桂
広
州
に
流
さ
れ
「
在
南
累
年
」
と
あ
る
か
ら
、
中
審
郎
就
官
は
天
監
五
年
以
降
で
、
そ
の
官
品
の
実
態
は
夫
監
七
年
の
官
制
に
ほ
ぼ
等
し
い
と
考
え
ら
れ
る
{
附
密
書
二
六
梁
官
制
)
。
(
日
)
原
文
に
「
新
除
中
軍
参
軍
臣
劉
盤
」
と
あ
り
、
天
監
三
i
五
年
の
中
寧
持
軍
は
臨
川
王
宏
で
あ
る
(
梁
書
太
祖
五
王
伝
)
。
(
H
)
文
選
虫
7
普
注
引
沈
拘
斉
紀
に
「
(
盤
)
歴
位
持
節
都
督
責
広
越
三
州
也
」
と
あ
る
@
厳
耕
望
「
中
国
地
方
行
政
制
度
史
上
掴
者
中
」
{
民
国
五
二
年
序
)
に
よ
れ
ば
、
当
時
都
督
は
必
ず
治
所
内
刺
史
を
領
し
(
同
書
剖
頁
て
梁
代
町
広
州
刺
史
は
広
交
越
三
州
を
基
本
督
区
と
し
て
い
た
(
剖
頁
)
ゆ
え
、
劉
盤
は
広
州
刺
史
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
.
(
日
)
広
陵
劉
氏
は
棋
の
広
陵
属
王
汗
の
子
孫
と
さ
れ
る
が
、
正
史
に
伝
を
持
つ
人
物
は
次
の
三
名
に
止
ま
る
.
貰
武
の
推
挙
で
博
中
に
任
ぜ
ら
れ
た
劉
議
(
桂
模
書
本
42 
伝
)
。
晋
の
世
南
王
北
に
従
っ
て
入
朝
し
た
際
、
楊
駿
抹
殺
の
時
に
過
い
、
三
公
尚
曹
に
控
摘
さ
れ
、
吏
部
尚
書
光
棋
大
夫
に
至
っ
た
倒
閣
(
晋
書
本
伝
)
.
輔
道
成
の
皇
后
の
倒
智
容
(
南
斉
書
皐
盾
伝
}
.
耳
目
的
劉
舗
は
、
こ
れ
も
西
晋
以
桂
の
正
史
に
ほ
と
ん
ど
伝
を
持
た
な
い
臨
准
の
陳
氏
と
華
子
融
組
や
婚
姻
を
桔
ん
で
お
り
、
元
来
一
介
の
地
方
豪
族
で
、
中
央
政
界
の
混
乱
を
き
っ
か
け
に
高
官
に
浮
上
し
た
人
物
と
見
ら
れ
る
.
劉
智
容
に
つ
い
て
は
桂
述
す
る
.
(
日
)
安
田
二
郎
氏
「
蘭
道
成
町
革
命
軍
団
1
l世
陰
時
代
を
中
心
に
1
1
1
1」
(
霊
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
・
一
般
教
育
細
目
、
肌
)
参
照
。
(
げ
)
文
興
置
は
司
徒
属
(
七
品
・
南
斉
密
皇
后
伝
)
、
軍
陵
部
太
守
(
五
回
問
「
奏
弾
劉
整
」
)
。
現
記
の
文
蔚
は
予
輩
内
史
(
五
品
・
南
斉
由
皇
后
伝
)
、
義
倫
は
通
直
郎
(
五
品
同
)
、
義
轍
は
光
棋
大
夫
(
三
品
・
同
)
。
祖
父
町
一
人
は
呉
興
太
守
(
五
回
両
・
「
奏
弾
劉
強
」
)
、
兄
の
寅
は
西
崎
内
史
(
五
品
・
同
)
。
官
品
は
宋
書
百
官
志
下
宋
官
品
去
に
よ
る
・
斉
官
品
表
は
現
存
せ
ず
、
宋
官
品
を
ほ
ぼ
襲
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
(
宮
崎
市
定
氏
『
九
品
官
人
法
の
研
究
』
叫
頁
)
@
(
国
)
蘭
昌
は
夫
監
六
年
に
持
節
督
広
宜
越
桂
四
州
諸
軍
事
広
州
刺
史
に
(
梁
書
欄
畳
伝
)
、
輔
元
簡
は
同
十
ご
一
年
I
以
降
に
持
節
都
骨
広
宜
越
三
州
諸
軍
事
広
州
刺
史
に
(
岡
本
伝
て
柵
怖
は
同
凡
年
に
持
節
都
宮
広
宜
桂
越
凹
抑
話
軍
事
広
州
刺
史
に
(
岡
本
伝
)
、
臨
調
は
同
二
年
に
持
節
督
広
宜
越
三
州
諸
軍
事
広
州
刺
史
に
(
岡
本
伝
)
就
任
し
て
い
る
。
柳
悔
の
大
伯
父
元
一
景
と
父
世
隆
は
、
と
も
に
向
書
令
、
岡
太
尉
、
司
宝
。
柳
慣
は
秘
書
監
、
再
興
太
守
に
至
り
.
侍
中
を
贈
ら
れ
、
干
の
世
は
誕
の
武
帝
内
女
を
、
孫
円
肪
は
陳
の
文
帝
町
古
を
尚
し
て
い
る
(
南
史
書
三
八
)
。
臨
調
の
属
す
る
南
陽
曜
氏
は
、
宗
氏
劉
氏
と
と
も
に
、
江
陵
徒
居
内
北
米
名
族
と
し
て
箸
名
で
あ
る
(
梁
書
本
伝
、
南
虫
岩
三
七
、
五
十
)
.
(
四
)
繭
昌
は
広
州
刺
史
就
任
直
前
に
中
啓
侍
郎
(
四
品
)
事
朔
将
軍
(
四
品
)
、
直
桂
に
衡
州
刺
史
(
三
品
)
に
拙
い
て
い
る
。
同
じ
く
輔
元
簡
は
前
に
桔
都
賀
門
侍
郎
吉
一
品
)
植
に
太
子
中
庶
子
(
三
品
v
、
柳
慨
は
前
に
散
騎
常
侍
・
左
民
尚
書
(
三
品
)
桂
に
拙
書
監
(
三
品
)
、
車
部
は
前
に
榔
史
尚
丞
(
=
一
品
)
と
な
リ
広
州
刺
史
在
官
の
ま
ま
卒
し
て
い
る
。
(
)
内
の
数
字
は
、
陪
普
百
官
志
上
梁
十
八
班
官
制
を
、
宮
崎
氏
前
掲
書
叩
頁
に
よ
り
九
品
制
に
置
換
し
た
も
め
a
(
叩
)
柳
怖
は
宜
陵
王
(
皇
子
)
行
参
軍
か
ら
太
子
洗
馬
等
を
経
、
間
竿
に
広
州
刺
史
に
前
任
し
て
い
る
.
彼
の
茸
陵
王
行
参
知
杭
任
の
年
の
下
眠
は
、
王
が
弾
じ
た
刷
年
で
あ
る
・
嫌
諦
は
予
章
王
疑
{
皇
弟
)
の
螺
騎
行
参
寧
か
ら
銀
軍
司
馬
等
を
経
、
拙
年
に
広
州
刺
史
に
輪
任
し
て
い
る
。
棋
は
拙
年
、
王
の
太
尉
就
任
に
と
も
な
い
、
焼
防
相
行
参
軍
か
ら
太
尉
参
箪
に
埋
っ
て
い
る
。
そ
の
櫨
削
i
棚
年
に
持
率
参
軍
、
諮
輔
副
参
軍
に
杭
任
し
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
般
の
参
軍
の
上
位
に
あ
り
‘
「
韻
事
」
「
諮
識
」
と
省
略
さ
れ
る
は
ず
の
官
で
あ
る
。
な
お
、
繭
昌
は
晋
安
王
左
常
侍
か
ら
六
年
、
輔
元
聞
は
中
書
郎
か
ら
十
年
以
上
を
、
広
州
刺
史
就
任
ま
で
に
費
し
て
い
る
。
(
幻
)
臣
問
、
将
軍
死
級
、
思
歩
無
却
、
願
望
避
敵
、
一
込
檎
有
刑
、
至
乃
越
母
揮
誠
、
包
不
均
坐
、
銚
主
著
令
、
抵
罪
巳
眠
、
是
知
敗
軍
之
将
、
身
死
京
獄
、
景
自
古
昔
、
明
前
期
荘
。
(
尤
衷
本
に
よ
る
。
以
下
の
本
文
は
品
佳
本
に
よ
る
)
(
担
)
南
斉
書
州
都
志
上
下
同
組
膚
伝
.
岡
崎
丈
夫
氏
『
秘
宮
市
北
朝
通
史
』
(
弘
文
堂
書
房
間
)
出
師
耳
参
照
。
(
田
)
以
下
町
記
述
は
、
許
拍
通
置
巻
=
ア
九
i
荘
一
四
六
を
中
心
に
、
南
斉
書
銚
嘩
伝
、
梁
書
官
景
宗
伝
軒
道
恭
伝
馬
仙
坤
伝
.
秘
書
高
祖
紀
'
世
宗
紀
景
穆
十
ニ
主
伝
下
・
仰
木
伝
、
南
史
君
二
六
五
五
、
北
史
者
十
八
・
四
五
等
を
参
照
』
レ
れ
ら
.
(
剖
)
百
出
(
南
斉
書
本
伝
て
世
盤
貴
(
岡
本
伝
)
、
陳
顕
達
(
同
本
伝
)
、
陳
伯
之
(
梁
笹
本
伝
}
、
基
腫
揖
(
過
鑑
岩
一
四
五
)
、
張
恵
紹
(
梁
書
本
伝
)
、
楊
公
則
(
岡
本
伝
)
。
ほ
か
週
鑑
嘩
一
三
九
1
幸
一
四
六
参
問
.
(
回
}
許
さ
れ
た
習
景
宗
は
、
二
年
後
の
槍
州
の
峨
で
赫
々
た
る
時
果
を
あ
げ
て
い
る
。
(
出
)
奏
聞
主
に
記
さ
れ
た
、
繭
頴
速
の
「
宅
管
」
蕗
難
当
内
証
言
に
よ
る
。
(
町
)
三
品
第
顕
の
侍
中
は
第
一
紐
の
消
官
で
ゐ
る
。
宮
崎
氏
前
掲
瞥
叩
頁
参
問
自
(
国
)
亙
諺
目
、
吾
王
不
避
、
吾
何
以
休
、
吾
王
不
敵
、
吾
何
以
助
、
一
遊
一
泳
、
為
荷
候
庇
(
孟
子
、
梁
恵
王
下
)
。
(
四
)
親
御
監
門
、
味
噌
同
軒
、
・
e
則
信
陵
之
名
、
若
蘭
耳
也
(
文
選
巻
六
左
思
貌
部
賦
)
.
虫
記
目
貌
有
隠
士
自
性
臓
、
年
七
十
、
京
賞
、
為
大
梁
爽
門
監
者
、
公
子
方
置
酒
、
大
会
貧
害
、
坐
定
、
従
耶
騎
虚
左
、
由
迎
侯
生
(
張
税
控
}
。
(
却
)
上
古
王
者
之
迫
将
也
、
脆
而
骨
骨
目
、
附
以
内
者
、
耳
人
制
之
、
同
以
外
者
、
将
軍
制
之
、
軍
功
爵
賞
、
皆
決
於
外
(
史
記
時
唐
伝
)
。
(
出
)
湛
露
、
天
子
燕
諸
侯
也
(
小
雅
描
露
序
)
。
天
子
与
之
燕
所
以
示
蕗
車
(
師
玄
注)。
(
担
)
天
子
当
世
而
立
(
札
記
曲
礼
下
)
.
(
回
)
古
之
王
者
、
世
有
史
官
、
君
挙
必
書
、
所
以
恨
言
行
、
昭
法
式
也
、
左
史
記
言
、
右
史
記
事
事
為
春
秋
、
言
為
尚
書
.
帝
王
府
不
同
之
(
浪
書
芸
文
志
)
。
(
出
)
基
づ
く
典
故
を
探
し
あ
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
御
教
示
を
乞
う
.
(
担
)
言
語
之
葉
、
穆
穆
皇
皇
、
朝
廷
之
聾
、
情
齢
期
胡
(
札
記
少
儀
)
.
(
却
)
今
天
下
自
服
化
巴
来
、
方
漸
八
年
、
韓
間
席
求
賢
、
不
遺
幽
脱
、
然
臣
等
不
能
推
有
倍
、
進
有
功
(
文
選
者
三
七
、
羊
胎
親
閲
府
現
)
。
(
訂
)
奏
抑
奉
朝
請
王
希
軸
迫
田
(
初
学
記
巻
二
十
)
‘
奏
弾
孔
稚
珪
遺
制
匝
慣
質
問
)
、
奏
部
御
史
孔
梁
庖
省
壁
惇
世
串
(
同
巻
二
四
)
、
奏
弾
王
刷
戸
時
(
荷
史
巻
二
二
、
奏
弾
秘
書
郎
荷
造
昌
(
初
学
記
巻
十
ニ
)
。
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